




はじめに

かつては清流といわれた河川や美しい湖沼・池等は社会構造の変化に伴い、様々な汚染が進行し、

自然の浄化能力を超えてしまったというのが現状であります。

水は、生活や産業の中で、常に新しい用途に使用され、使い終わった後は河川や海域に放流され、

やがて蒸発して降雨となって地球上を循環しています。この流れの中で水処理のもつ役割は、汚れた

水を生物的・化学的に処理して飲料水や工業用水に再利用できるようにすることです。

そこで私共が手掛けて来たことは、この水にエネルギーを持たせること、つまり用水を磁気

処理すること。そうすることにより生成された磁気水 (活性水)の持つエネルギーが有効な結果

を示したのである。現状、25 年間、磁気処理の経験をしています。

スプリング－８

SACLA(さくら、Spring-8 Angstrom Compact Free Electron Laser)は、兵庫県の播磨学公園都市内に位置するＸ線自由電

子レーザー(XFEL)施設。日本初の XFEL 施設である。大型放射光施設 Spring-8 に隣接し、実験設備の一部を Spring-8 と

共有する。Spring-8 とともに特定先端大型研究施設の共有の促進に関する法律に云う特定放射光施設である

5～30m／sec（空気）

・排水処理の向上(臭気、汚泥の減量化)

・脱水ケーキの減量化

・ﾀﾞﾑ湖・湖沼・河川などアオコ発生の抑制

  ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ-8 の使用例(ｱﾝｼﾞｭﾚｰﾀｰの磁石配列)



磁石

「ＢＣＯハピネス」の仕組み

①工業用

イメージ図(配管断面)

②上水道３０Ａ以上用

イメージ図(配管断面)

                        

磁石

磁石

  水

ＢＣＯハピネスＢＫ型

工業用

磁気装置の通水部分を平たく変形

することで磁石間の距離を短くし

ているため、全体にマンベンなく磁

力が照射される

磁石

磁石

配管口径が大きい場合、配管外部に磁

石を配置したのでは、配管中心部に十

分な磁力が得られない

水

水

ＢＣＯハピネスＢＮ型

上水道３０Ａ以上

配管内部に棒状のステンレス内に

組み込んだ磁石を配置し、磁石間

の距離を短くしているため、全体

にマンベンなく磁力が照射される

磁石

磁石

配管口径が大きい場合、配管外部に磁

石を配置したのでは、配管中心部に十

分な磁力が得られない

水



地下水

一ヶ月後

変化なし

磁気水

一ヶ月後

根が 10cm 位

張っていた

電解水は

一ヶ月後に

枯れている

磁気水によるコシヒカリ栽培検証比較

検証方法：育苗時に磁気水で育てる場合と通常水で育

てる場合の２パターンを使用し、田植え⇒収穫⇒稲穂の

粒子の数量を比較検証した。

（※隣合った田んぼの為、土壌や気温等もほぼ同様な条件）

磁気水使用      通常水使用

（粒子 151 個）3 割強 UP（粒子 113 個）

（粒子 171 個）8 割 UP （粒子 93 個）

芝の生育比較(１ｹ月後)      野菊の実験
    

地下水     磁気水

平成１５年８月３０日撮影

水稲（冷夏時）の生育比較

育苗で磁気処理水（写真右）を使用すると、冷夏にもか

かわらず、平年並の株の成長が見られた。

磁気処理水



実例 火力発電システムのカルシウムの付着対策

   アンモニアストリッパーの水処理で中和する為に石灰を注入して、硬度が１，５００位

になり石膏が生成され、配管内が１週間で固く固まり、火力発電を止めていた。それを

解除出来た。

  

製紙工場での汚水浄化テスト

テスト内容 ： 製紙工場の排水(沈殿槽)の汚水を BCO ﾊﾋﾟﾈｽで通過させ、その前後の COD 値を比較した

BCO ハピネス通過前

ＣＯＤ ３８ ｍｇ／Ｌ

ＢＣＯハピネス通過後

ＣＯＤ １７．８ ｍｇ/Ｌ

ハピネス

出口側からはほとんど付着

しなくなる



製紙工場排水の浄化

排水水質の変化    

  アクチ内微生物の変化

        設置以前

   

        

設置後

         排水処理担当者のコメント：

平成１１年９月にはズーグレア（分裂細菌群）がもやもやと分散しており、よく見るとその中を糸状菌が走っている。従って

空気の通りが悪く微生物が呼吸困難になり、親水性の為脱水し難い。

平成１４年７月にはズーグレアは完全にフロックし棒状に延び、水との境界がはっきりしているので空気が細かく分散して通

る。微生物が活発に動き回り、また疎水性の為脱水し易い。

河川表流水の浄化(製紙会社) ※ 磁気処理前は年に２回の汚泥の清掃をしていた。

磁気処理後は２年１回の汚泥の掃除をする位に減少した。

凝集沈殿のＰＡＣ

注入減少

排水処理量 15000 ㎥／日

沈殿槽     

上澄み
工場内

工場全体

                                         

磁石

凝集剤の投入

透視度の向上



地下水の鉄分除去（製紙会社）

１２月１３日 設置前

１２月２６日 設置後 １３日目

プールでの水質浄化

  ＢＣＯハピネス ＢＮ－８０ 設置状況

水質検査結果

      検査日

項 目

ＢＣＯハピネス 設置前

（プール開き前）

設置１週間後

（プール稼動１週間後）

設置３週間後

（プール稼動３週間後）

細 菌 数    ２ ／mL    ０ ／mL    ０ ／mL
大腸菌群   陰 性 ／５０mL   陰 性 ／５０mL   陰 性 ／５０mL

  プール開園後も、細菌類が増殖していない。



溶存酸素量の増大比較テスト

試料：上水道水 ２００ℓ×２

方法：水中ポンプ(吐出５０ℓ/分)で強制循環。

開始時１０分後、２０分後のＤＯ値を測定。           

結果：強制循環によるＤＯ値の上昇は磁気処理をすることにより１６％向上。（グラフ参照）

考察：この結果から期間循環した場合、さらなる溶存酸素量の増加が見込まれる。また空気中

の酸素をより多く吸収する作用が高まると言える。

  

① 未設置（循環のみ）       ② ＢＣＯハピネス（Ｂ-20 型）設置

Ｐ Ｐ

上水

道水 磁気 磁気



処理水槽の水質改善検証(製紙工場)

処理水の再利用

試料水:工場排水処理水

方法 :陸上ポンプ１１Kw(吐出量５０００ℓ/分)、5.5Kw(吐出量２０００ℓ/分)２基

による強制循環(磁気処理装置付)

期間：２０１０年２月１６日～３月１６日の１ヶ月間

検証：定点３ヶ所で透視度・ＤＯ値を測定  

設置時（２／１６）の平均値１．４３ｍ

平均値 ２．３９ ２．３５ ２．４１

最大値 ３．３ ３．５ ３．３

最小値 １．５ １．６ １．６

最大値 ３．５ｍ(＃２ ３／２)

最小値 １．６ｍ(＃２ ２／１６)

期間平均値 ２．５５ｍ

2,000ｔ

工場

より

排水

処理へ

工場へ

透視度(m)

(m)



   

結果からみる考察

循環による処理水のカクハンにもかかわらず、ＳＳ成分の凝集沈殿の促進が見られ透視度の向

上につながった。但し、他の検証も必要であるが、水質上再利用可能といえる。また、ＤＯ値

の変動は処理水の流入によるものと思われるが設置以前と比較すると２７．５％（設置前平均

値６．８→設置後平均値９．０(ｍｇ/ℓ)上昇した。

ＤＯ値 ７．０３ｍg／ℓ（２／１６）

設置前(２／８～２／１６)

平均値 ６．５ｍg／ℓ          

最大値 ７．２ｍg／ℓ (＃２ ２／１０)

平均値 8.38 8.29 8.23
最大値 12.0 11.6 11.7
最小値 6.3 6.2 6.1

設置後(２／１７～３／１０)

平均値 ９．０ｍg／ℓ          

最大値 １２．０ｍg／ℓ (＃１ ２／１７)

最小値 ７．４ｍg／ℓ (＃３ ２／２１、２８)

DO 値(ｍg／ℓ)

(ｍｇ／ℓ)



溶解力の向上・残留塩素について

油の抽出量比較テスト
試料：上水道水 ３ℓ                    

方法：綿布(５cm角)に機械油2.5gを含浸し試料とする。６枚用意。

水道水と磁気処理水500ccが入った２つの同型容器に試料３枚をそれぞれに浸漬。

超音波で2分間攪拌する。

それぞれの水に溶出した機械油の抽出量をJIS K0102試験法にて計測。

結果：磁気処理水は水道水と比較して油の抽出量が３０％向上。

考察：この結果から、洗剤の使用量が約３割減らせ界面活性力の向上がうかがえる。

通過前後での残留塩素の比較(水道水)

塩素に水中の電子が結びつき還元されるため、酸化作用が弱まります。その結果、この作用に

よる手荒れ・肌荒れが緩和し、「水中の不純物の酸化により発生する化合物（＝塩素臭の素）」も

減少するため、美味しい水を供給できます。また、法で定められた残留塩素量を維持されている

ため、(社)日本水道協会の認証登録Ｚ-１１０号を取得〔安全性・信頼性〕。

〔油抽出量 mg／ℓ〕

0

10

20

30

水道水磁気処理水

油の抽出量 30%ｱｯﾌﾟ

（社）日本水道協会           

認証登録 Z－１１０号

〔残留塩素 mg／L〕

0

0.5

1.0

1.5

通過後通過前



試料：ベンゼン 10mg/L

方法：①ベンゼン 10mg/L を混合した水道水

     ②ベンゼン 10mg/L を混合した磁気水

①②を用いて、紫外可視吸収スペクトル法でベンゼンの分解率を測定し

た。

結果：写真参照

考察：ベンゼンの分解率（処理能力）６６．７％とかなり高値であった。ベンゼンは結合エネルギーが高

く、本報告者が過去に行った紫外照射処理（254nm、30min）でもわずか１０％しか分解しなかった

ことと比較すれば、かなりの分解能力を有していると考えられ,毒素的な物が混入しても分解する

可能性が高い事が分かった。

岡山大学にて測定評価―ベンゼンの分解率についてー

通常水道水の場合 磁化水の場合

測定法 及び 結果

（１） 測定法としては水系試料に対して高感度分析が可能な紫外可視吸収スペクトル法を採用

（２） 有機化合物としては紫外部（200～400 nm）に明瞭なスペクトルを有するベンゼンを使

用した。さらにベンゼンは化学エネルギー的にも極めて安定（強い結合エネルギーを持っ

ている）という理由からも適切なモデルであると考えられた。

（３） 「磁気処理」作動前のベンゼン濃度：10ppm
（４） 紫外可視吸収スペクトル上には、255,265,275nm のトリプレットの吸収ピークが出現

（５） これらの３本のピークのうち、最も吸光度が高い 265nm のピークの変化に注目。

処理前の吸光度（A0）：1.35          処理後の吸光度（A）：0.45
（６） 「磁気処理」によるベンゼンの分解処理能力（％）：（A0－A）/ A0＝66.7(%)

岡山大学地域共同研究センター

                            助教授 高島征助

1.35

0.45



ＳＶ（活性汚泥沈殿率）の向上(豚舎の排水)

試料：①食肉処理工場の排水原水

BOD 1000～1500mg／L、Ｔ－Ｎ 150mg／L

   ②上記①を磁気処理したもの

方法：①及び②に現行投入量の凝集剤を混入後３０分間放置

    （試料 １Ｌに対し、塩鉄０．２５mg／L及び高分子

凝集剤１mg／L投入）

結果：磁気処理をした方②の沈殿効果が顕著にあらわれた。

考察：この結果から凝集剤の溶解向上に伴い凝集沈殿力が

   向上、排水処理が十分に行われているのであれば、

   磁気処理は凝集剤使用量の削減が出来る。

食肉処理工場の排水の凝集沈殿テスト

設置前は、ＳＶ８０％だったが設置後、曝気槽の浄化能力が向上した結果、ＳＶ４５％に

なった。(沈殿率の向上)汚泥の減量化につながるものと考えられる。

設置：豚の飲用水配管と流量調整槽(排水処理施設)の循環配管。



Ａ Ｂ

エアーの磁気処理テスト(水質改善)

水槽実験（厨房排水）曝気への磁気処理テスト

項目 原水 Ａ曝気５日後 除去率% Ｂ磁気処理５日後 除去率%

BOD（ｍｇ／L） 450 37 92% 20 96%

ＣＯＤ（ｍｇ／L） 170 58 65% 51 70%

ＳＳ（ｍｇ／L） 300 30 90% 11 96%

ヘキサン抽出物質（ｍｇ／L） 44 3 93% 1 97%

亜硝酸性窒素（ｍｇ／L） ０．０１未満 ０．０１未満 ０．０１未満

硝酸性窒素（ｍｇ／L） ０．１未満 ０．１未満 ０．１未満

有機態窒素（ｍｇ／L） 18.9 7.6 60% 3.3 83%

２００７／０６／０７ 原水 ２００７／０６／１２ 曝気処理水

試料：厨房排水４０L

方法

考察 磁気処理をすると送気量を１０％減量したにも関わらず除去率が高くなったことは酸

素の溶解効率が向上したと考えられ、これは動力費用の削減に繋がります。

A：ｴｱｰ量    1,100mL／分

B:ｴｱｰ量(磁気処理) 980mL／分(１０％減)

コンプレッサー

ミニⅠ型

結果

磁気処理



カルシウム結晶状態の比較検証（※カルシウム硬度 1,500mg/ℓ 水温７０℃）

※火力発電所

①加熱処理し結晶化状態のカルシウムのＳＳの状況

②水分蒸発後のカルシウムのＳＳ状況

考察：磁気処理をすることにより結晶の構造が変化する事が分かった。また、この検証結果から

クーリングタワーの冷却水の循環配管等に付着するスケール問題の改善方法として利用する事が

可能である事が証明された。

未磁気処理(ＳＳ－ガラス間の密着度が高い

ため、４５度程度の傾斜では微動だにしな

い。固形物表面に積層成長した針状結晶が

ガラス面と強固に密着した結果、重力に抗

しているためと考えられる。)

磁気処理水 (粒子相互間の結合性のみならず、

ビーカー底面のガラスへの密着度が極めて低

く、約４５度の傾斜を与えると、SS は剥がれ

落ちビーカー下部に集積する。固形物表面の針

状結晶が無く表面平滑性が高いため、重力に対

して抗しきれず、容易に粒子が滑り落ちるもの

と考えられる。)

水の SS(未磁気処理)水分蒸発後

通常撮影(ざらつき感のある比較的大きめ

の SS 粒子である。)

水の SS(磁気処理)水分蒸発後

通常撮影(滑らかな比較的小さめの SS 粒子で

ある。)

普通水 磁気水

普通水 磁気水



シリカの結晶 (病院)

薬剤使用における維持管理には限界があり、シリカ成分を含むスケール付着の軽減

ができず、経費の負担（消費電力の損失等）となっています。

熱伝導効率の低下はスケール付着によるものです。

病院での鉄・マンガン改善テスト－

設置目的：病院での上水道水の鉄・マンガンの除去

設置箇所：地下貯水槽の給水蛇口から B－２０使用

病院にて、ＢＣＯハピネス Ｂ－２０を設置して原水と磁気水とをペットボトルに採取した。

上記写真は（１１日後）に撮影した状態。

原水については赤水が確認できるが磁気水は無色・透明・無臭を維持している。

※採水時の原水、磁気水ともに無色・透明・無臭

磁気処理後

原水シリカ ２００倍

磁気処理後 ２００倍

シリカの角が取れ、丸くなり

酸素結合している。

上水道(原水) 上水道(磁気水)

採水後１１日目



玄米茶の実験

                     

(設置前の天井にカビが発生している)

印刷局の用水改善

設置前後の比較：菌類の発生抑制・スライムの付着抑制

       抄紙機（未設置ライン）                 抄紙機（設置ライン）磁気処理

   微細繊維が付着している。          微細繊維の付着がなくなり、洗浄時の

薬品類等が少なくなった。

       プレス毛布（未設置ライン）               プレス毛布（設置ライン）磁気処理

    プレス毛布の汚れが付着している。     プレス毛布の汚れの付着が減り、洗浄回数が減少。

ハピネス水を入れたもの(腐敗していない)

玄米茶に通常の水道水とハピネス水を入れ一週間後撮影。                        

普通の水道水を入れたもの(青カビが発生している。)

磁気水の蒸気によりカビが消えた(ニヶ月後)

温泉・ホテルにて



  循環型水質浄化装置「ＢＣＯハピネスクリーンウォーターシステム」

概略 磁気活水処理装置と、特殊ろ過材との併用による低コスト循環型水質浄化装置です。

自然の持つ浄化能力の向上を計り、生態系の復元（アオコの発生防止・除去等）が進

行し好気性の水環境に改善されます。

用途 ゴルフ場の池・かんがえ用ため池・湖沼の浄化に使用できます。

ＢＣＯハピネスクリーンウォーターシステム概略図（全自動の場合）

ポンプ

磁気活水処理装置

「ミラクルろくすけ」

意匠登録第 1030731 号

水流撹拌装置

水流撹拌装置

逆洗浄の様子（微生物が増える為、エサとし魚が集まってくる）



エアブローに磁気処理を取付

貯水量 5,700 万㎥

磁気処理取付

日量 40,000 ㎥の処理

約 10km

400 戸

河川

処理前 処理後

半年後

灰塚ダム(上流排

水処理 2004年)


